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家庭科の授業への食品色素と液性に関する科学実験導入の効果
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要旨：家庭科は自然科学と社会科学を基礎とする応用科学の一面がある。近年、理科離れが懸念されているが、自然科
学を基礎に持つ家庭科が理科離れ対策に貢献できる可能性は大きい。しかし、自然科学を取り入れた授業を実施し、そ
の成果を評価した報告は見当たらない。そこで、自然科学の要素を取り入れた家庭科の授業を実施してその有効性を検
討した。
　公立中学校 2 年生に 45 分、1 時間の家庭科の授業で食品色素を含む食品に液性の異なる溶液を添加したときの色の
変化を観察させた。その後、食品色素の説明を行った。授業前、授業後、授業約 3か月後にアンケートを実施して授
業内容の定着度と興味・関心の程度を調べた。
　授業後 3 か月のアンケートで、食品色素と液性への関心が高まったこと、食品の色の変化を科学の知識で説明する
生徒がいたことにより、本授業が科学的姿勢をもつ人材育成に有効であることが示された。

キーワード：家庭科　home economics
　　　　　　科学実験　scientific experiment
　　　　　　食物学　food science
　　　　　　教科の連携　cooperation of subjects

１．はじめに

　家庭科はその学問的裏付けに家政学をもつ教科であ
る。家政学がどのようなものであるのか、学問としての
価値がいかなるかについては議論があるが１、家政学の
基礎学問として自然科学と社会科学が存在することは
疑いの余地はない。小学校 5 年生から始まり、中学校、
高等学校において必修教科に位置付けられている家庭科
に対し、平成 28 年 12 月 21 日の中央教育審議会答申に
は次の記述がある。「実践的・体験的な学習活動を通し
て、家族・家庭、衣食住、消費や環境等について化学的
案理解を図り………」、「高等学校家庭科においては自立
した生活者として必要な生活の科学的な理解や生活課題
を解決する力の育成に一層の充実が求められる。」、さら

に高等学校における教科内容に関しては、「なお、家庭
科、技術・家庭科家庭科分野においては、生活の科学的
な理解を深め、生活の自立に主体的に活用できる技能の
習得を図るため実践的・体験的な学習活動を重視し、問
題解決的な学習を一層充実する。」と記され、「科学的
な理解」「実践的・体験的な学習活動」が重視されてい
る２。これを受けて小学校学習指導要領（平成 29 年告
示）解説には、「日常生活に必要な基礎的・基本的な知
識および技能は、実習や観察、調査、実験などの活動を
通して習得されるもの」と示されており、家庭科では、
生活の自立の基礎を培うため、従来から実践的・体験的
な活動を重視している。家庭科の目標にも「実践的・体
験的な活動を通して」と示されており、児童らが自ら直
接的な体験を通して、調理や製作等の手順の根拠につい
て考えることにより、科学的な理解につなげ、知識及び
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技能の習得を確かなものにすることができると考えられ
る。」とある３。高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）
解説、家庭科編には家庭科改訂の要点として、「家庭科
においては実践的・体験的な学習活動を通してよりよい
社会の構築に向けて、主体的に家庭や地域の生活を創
造する資質・能力の育成を目指して」、「「家庭総合」は
………生活を主体的に営むために必要な科学的理解と技
能を体験的・総合的に身に付けたい………」、「「家庭総
合」では生涯をライフステージごとの生活を科学的に理
解させることを重視するとともに………」が挙げられて
いる４。さらに家庭科の目標には実践的・体験的な学習
活動が具体的に「調理・製作等の実習や観察、調査、実
験、演習などの実践的・体験的な学習活動を通して学習
することにより、習得した知識及び技能を自ら生活に活
用することを意図している。」と明示されている。この
ような「科学的理解」「実践的・体験的学習活動」重視
の姿勢は、特に高等学校家庭科における「家庭総合」に
色濃く表れ、「科学的な根拠に基づいて論理的表現」「実
験・実習を充実」などの表現が随所に見られる５。以上
より、家庭科において、「科学的」であることと「実証的・
体験的」であることが求められていることが分かる。し
かしながら、実際には、実践的・体験的であっても、調
理や被服製作に重点が置かれ、家庭科の授業で科学的な
実験が実施された報告は見当たらない。
　家庭科の重要な分野の一つ、食物分野の栄養・食品・
調理・食品衛生という分野は自然科学を基礎として成り
立っている。家庭科の食物分野について言えば、自然科
学の知見を活かした実験・観察に基づいた授業が求めら
れているが、科学実験と調理実習を合わせて扱う授業の
考案６や、理科教育と家庭科教育のかかわり合いの変遷
を追った研究７はあるものの、科学的な実験を導入した
ときの、実験の有効性に関する報告も見当たらない。
　近年、若者の理科系離れが危惧され、自然科学の教育
が重視されている８・９。理科や数学という基礎学問に裏
付けられた教科に馴染めない生徒であっても、生活に密
着した家庭科であれば自然科学への関心を引き出すこと
ができるかもしれない。反対に、理科に興味関心を持つ
生徒には、理科で習得した法則や知見が実際に生活の中
でどのように応用されるかを学ぶ良い機会となる。現在、
家庭科の授業においても、他教科との連携が小学校１０・
中学校１１・高等学校１２のいずれにおいても求められて
いる。例えば、高等学校学習指導要領解説「家庭総合」
には１３、「………高等学校公民科、数学科、理科および
保健体育科などとの関連を図り、家庭科の目標に即した
調和のとれた指導………」とある。
　そこで今回、大和郡山市立 K中学校 2 年生を対象に、
家庭科の授業時間を 1 時間用いて、食品中の色素の色
と液性について授業を実施し、家庭科の応用科学的な面
を体験させることが日常の生活の中で生じる現象を科学
的に捉える姿勢・能力の向上に繋がるか検討した。

２．方 法

(1)　実施日時：2020 年 11 月 17 日
(2)　対象：大和郡山市立K中学校 2年生 3クラス 100名
(3)　事前調査：授業を実施する前に生徒の食品の色に
関する意識をアンケート形式の質問紙によって調べた。
質問紙において、15 種類の食品（トマト、ゴボウ、イ
チゴ、ブラックタイガーエビ（生）、ブラックタイガー
エビ（ゆで）、ホウレンソウ、ショウガ、カリフラワー、
ブルーベリー、オクラ、サケの切り身、トウガラシ、ピー
マン、パプリカ、カボチャ）の色を記入させた。また、
次の 2問を記述式で質問した。
①　 寿司屋でよく目にするショウガの甘酢漬け（ガリ）
は、ピンク色であることが多いです。しかし、漬け
る前のショウガは黄色です。この色の違いは何に
よってもたらされるのでしょうか。

②　 何もせずにゴボウをゆでると、かっ色になります。
どのようなことをしてゆでると、かっ色になる変化
を防げるでしょうか。

(4)　授業の流れ：
1) 授業の導入
　3クラスとも自己紹介ならびに本授業のテーマおよび
目的を簡単に説明後、授業の本題に入った。発問として、
「うどんと中華めんの材料はいずれも小麦粉で同じなの
にどうして色が違うのだろう？」を挙げ、ワークシート
（末尾に掲載）を配布した。食品の色にはそこに存在す
る色素が関与すること、代表的な色素にはフラボノイド、
アントシアニン、クロロフィルがあることを伝えた。
2) 実験による色素の変色の確認
　ワークシートに挙げた食品（うどん、イチゴ、ショウガ、
ピーマン）の液性による変色を観察し、結果をワークシー
トに記録させた。操作を簡単にするために、希塩酸、水道水、
重曹水はポリ製洗瓶に入れておいた。この実験に先立ち、
生徒には　BTB（ブロムチモールブルー）溶液を使用して
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各液の液性を調べさせた。なお、全員に安全メガネを装着
させた。うどんのみ変色に加熱が必要であったため、各水
溶液を加えた後に 200Wの電子レンジで１分間加熱した。
その結果は図 1 のとおりであった。ただし、ピーマンの変
色は時間を要した。この結果を、各班の代表に発表させた。
3) レシピにおける食品色素と液性の利用を探す活動
　イチゴジャム、レンコンの白煮のレシピから色素と液
性の利用をしていると思われる箇所を探す活動を行っ
た。また、弁当に入れるブロッコリーにマヨネーズをい
つつけるのが良いかを色素と液性の点から考えさせた。
4) パワーポイントの画像を使用した説明
　液性によるアントシアニンの呈色を紫イモ（図 2）と
ブルーベリー（図 3）の色素を用いて示した。
　イチゴ、レンコン、ホウレンソウ、ブロッコリーを例
にとり実際の調理における色素の呈色変化を説明した。
その他の重要な色素としてカロテノイドについて説明を
加えた。パプリカの粉末に酸性・中性・アルカリ性の溶
液を加えて攪拌したときの色の変化を示し、カロテノイ
ドは液性による変化が見られないことを確かめた。
　また、これまで検討した色素を有機溶媒（トルエン）で
抽出したときの様子を図 9 に示した。アントシアニン（ブルー
ベリー、イチゴ）、フラボノイド（タマネギ）は有機溶媒に
注出されず、水溶性であることが明らかになった一方、カロ
テノイド（レッドペッパー、パプリカ）、クロロフィル（小松菜）
は有機溶媒によって抽出され、疎水性であることを示した。

３．結 果

　アンケート結果を以下に示す。
(1)　食品の色に関する問題（授業前調査より）
　15 種の食品の色を質問したときの回答を表 1 に示した。
一般的に食卓で目にする機会が多い食品は正答率が 88% 
以上を占めていたが、食卓では見ることが少ない生および
茹でたブラックタイガーエビの正答率はそれぞれ 64.8%、

71.6% と低かった。ブラックタイガーエビは加熱調理され
ることが多いが、現代では鍋物などよりもフライなどで食
すことが多く、ブラックタイガーエビの調理中の色の変化
またはブラックタイガーエビ自体を知らないことが，正答
率が高かった食品より小さい原因であると考えられる。
(2)　ガリ、ゴボウ浸漬溶液の液性と呈色の関係に関す
る質問
　黄色い甘酢漬け加工前のショウガ処理後にピンク色を
していることに関する質問およびゴボウを茹でたときの
褐色防止に関する質問への解答を表 2 に示した。全回
答数は授業前　88、授業後当日  89、授業後 3 か月 92
であった。なお、ゴボウの呈色については授業で含まれ
る色素（フラボノイド）について言及しなかった。その
ため、質問では褐変防止の方法のみを訊いており、正解
または不正解に分けた。
　本授業前は、ガリ、ゴボウいずれにおいても浸漬溶液
の液性、含まれる色素の呈色に関する記述はほとんどな
かった。わずかに 1 名の生徒がガリ呈色で浸漬溶液の
液性に触れているだけであった。授業後当日の調査では、
色素と液性の関係について説明をした当日であったた
め、ガリの呈色が液性に依存していることに触れている
生徒が 21.4% 存在した。また、ゴボウの褐変防止につ
いても正答率が 23.6% に上昇した。この授業を通して、
約 1/5 の生徒が食品の呈色は色素の存在と液性によって
変化することを理解したと見做すことができる。授業 3 
か月後の調査では 10.9% の生徒がガリの色素と液性の
関係を、8.7% の生徒がゴボウの褐変防止における液性
の効果を記憶していた。1 回、45 分の授業であったが、
約 1 割の生徒には色素と液性の関係が頭に刻み込まれ
たことが分かった。授業 3 か月後の調査では、ゴボウ
をさらに白色化する方法を質問したが、ゴボウの色素が
レンコンと同じフラボノイドであること、フラボノイド
が酸性状態では白色化することを授業で触れなかったた
め、正答率は 5.4% であった。この授業で学んだ色素に
ついて、調理または生活に利用できそうなこと（授業当
日調査）を表 3 に示した。
(3)　授業当日における食品の呈色に関する生徒の関心
　この授業をとおして、気付いたことや感想（授業当日
調査）を表 4-1、授業でわかったことや食品、調理に関
する感想を、表 4-2 に示した。これらの記述の内、色素
に興味を持ったと思われる生徒が 21名いたため、該当
する生徒とそれ以外の生徒で群分けを行った。２群間の
差を見るため、ガリ、ゴボウ浸漬溶液の液性と呈色の関
係に関する問題の正答率について、分析を行った結果を
表 5に示す。色素に興味を持った生徒の群の方が、そ
れ以外の生徒らの群よりも正答率が高かった。また、実
験自体に関心を持った生徒は 6人存在した。
(4)　授業後 3か月における食品の呈色に関する生徒の関心
　食品の色素や調味料の液性について気付いたこと（授
業 3 か月後調査）を表 6 に示した。
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４．考　察

　授業前アンケートによる食品の色に関する質問に対
し、生活の中で目にする機会が多いものは 88% 以上の
高い正答率を示し、小売店での買い物経験や調理経験が
少ない生徒にとっては目にする機会の少ないブラックタ
イガーエビは、正答率が（生）64.8%、（茹で）71.6% 
にまで低下した。したがって、3 割以上の生徒が生鮮食
品の購入や調理を日頃全く行っていないことが予想され
る。これは多々納らの報告１４と一致する。
　ガリ、ゴボウの呈色に関する質問への正答率は授業前
調査では正答が殆どなく、わずかにガリで 1 名の生徒
が液性に言及するのみであり、普段、色素や液性に特に
関心を持っていないことが明らかである。しかし、授業
後当日には、ガリでは色素または液性に言及する回答が
多く、両方言及 21.4%、いずれか一方のみ言及 22.5%、
合計で 43.9% であった。 3 か月が経過した後であって
も、色素と液性の両方に言及した回答は 10.9%、いずれ
か一方に言及したものを含めると 19.6% となった。以
上より、約 1 割の生徒が本授業の内容を 3 か月でも記
憶していると判断できる。
　調査用紙の自由記述欄にもその傾向は認められ、授業
後 3 か月が経過したもののなかに、ブロッコリーの色
素とマヨネーズの使い方に言及する者、酢が酸性である
ことに言及するものが見られた（表 6）。また、理科の
授業において卵殻を酸性溶液に浸すと二酸化炭素が発生
したことから、酢でも発生するのではないかと推測する
生徒もいた。さらに、授業後当日の学んだ色素に関する
事項でアントシアニンの液性による呈色がリトマス試験
紙に似ていることを指摘し、アントシアニンを含む野菜
類の色を観察すれば周囲の液体の液性を推測できること
を記述した回答もあった。これらの事実は家庭科の授業
における液性や色素の導入が生活の中で見られる現象を
科学的に説明する姿勢をもつ機会になり得ることを示し
ている。また、同じく自由記述欄に、実験をやって面白
かった、実験をやったのでよく分かった、色素の実験は
初めてだったので良かった、他の食品でも実験したい、
などの実験に親近感をもち、関心を示した生徒が 6 名
いたことは注目される。
　本授業は家庭科という教科が生活に必要な技能を習得
するだけの教科ではなく、自然科学、社会科学という基
礎科学を学問的裏付けとする応用科学であり、これらの
基礎科学と生活を結びつける橋渡しの役割があること、
また、生活の中で起こる現象を科学的に捉える姿勢・能
力を身に付けることに役立つことを示すために、この授
業を計画した。授業後 3 か月が経過しても内容を記憶

していた生徒が約 1 割存在した (表 2)。さらに自由記
述欄には理科で学習する液性を食品色素の呈色と関連付
けて考える生徒もいた。授業後約 3 か月後の記述でゴ
ボウを白くする方法について、授業ではゴボウにフラボ
ノイドが含まれていることに触れなかったが、ゴボウに
フラボノイドが含まれているため酢を加えると白くなる
と回答した生徒もいた。これらのことから、家庭科の授
業への基礎科学に基づいた実験・観察の導入は、生活の
なかで起こる現象を科学的に捉える姿勢と能力を取得さ
せることに効果的であることが示された。
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